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●「縁結び隊」による
結婚相談会（ホテル
彩 陽ＷＡＫＩＧＡＷ
Ａ）14：00～16：00

●個別創業相談会
（平戸市役所商工物
産 課 内）10：00～
16：00

●ひらど軽トラ市
（木引田町・宮の
町 商 店 街）9：00
～ 12：00
●平戸つばきフェ
ア【平戸】（未来創
造館）（～ 24日）

●平戸つばきフェア
【田平】（たびら活性
化施設他）（～23日）
●平戸瀬戸市場８
周年記念誕生祭
（平戸瀬戸市場（～
23日）

●平戸瀬戸市場８
周年記念ー誕生
祭ー（平戸瀬戸市
場（～ 23日）

●よろず相談会（田
平町民センター）9：
00～ 17：00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：30 ～15：00

●年金相談（舘浦出
張所）10:30 ～15:00

●ハローワークin平
戸市（未来創造館ホー
ル）9：30～ 15：30

●ハローワークin平
戸市（未来創造館ホー
ル）9：30～ 15：30

●若者応援相談会
in平戸（未来創造館
会議室Ａ）11：00～
16：00
●赤ちゃんおはなし
会（平戸図書館おはな
しのへや）10：30～

●赤ちゃんおはなし
会（平戸図書館おはな
しのへや）10：30～

●おはなし会（永田
記念図書館）14：00
～

●おはなし会（永田
記念図書館）14：00
～

●おはなし会（永田
記念図書館）14：00
～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●おはなし会（永田
記念図書館）14：00
～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●いきつきロード
2020大会（生月支所
前）10：00～
●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平 戸ホー
ル）14：00～

●子ども映画上映会
（COLAS平 戸ホー
ル）14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平 戸ホー
ル）14：00～
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芥
川
賞
に
選
ば
れ
た「
背
高

泡
立
草
」。
審
査
員
の
講
評
で

「
時
空
を
超
え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
織
り
込
み
な
が
ら
、
そ
の
土

地
に
根
付
い
た
歴
史
的
な
重

層
性
を
巧
み
に
す
く
い
上
げ
て

い
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
は
、
こ
の
小

説
の
舞
台
、
的
山
大
島
の
取

り
組
み
。
こ
の
地
に
住
む
人
た

ち
が
気
づ
い
た
島
の
価
値
と
は
。

小
説
と
併
せ
て「
ち
ぃ
ー
と

よ
ー
で
お
く
れ
ま
っ
し
ぇ
」。

　
今
月
は
、
大
島
の
避
粉
地

ツ
ア
ー
の
取
り
組
み
を
取
材
し

ま
し
た
。「
無
い
」こ
と
を
嘆

か
ず
、
地
域
の
資
源
を
生
か
し

た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
先
日
参
加
し
た
研
修

会
の
講
師
が
、「
弱
さ
を
味
方

に
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
弱

さ
に
目
を
向
け
る
と
社
会
の

矛
盾
点
や
改
善
点
が
見
え
て

き
ま
す
。
避
粉
地
体
験
ツ

ア
ー
の
取
り
組
み
に
通
じ
る
も

の
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

２月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
２月のイベントカレンダー
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永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休永田記念図書館休
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●消費生活巡回相
談・定例行政相談
所南部地区（多目
的センター）13：
00～ 15：00

●消費生活巡回相談
生月地区（舘浦出張
所）13：00 ～ 15：
00

●北松北部クリー
ンセンター受入日
（9：00～ 16：00）

●北松北部クリー
ンセンター受入日
（9：00～ 16：00）

●消費生活巡回相
談・定例行政相談
所田平地区（田平
支所１階会議室３）
13：00～ 15：00

●ライブラリーコン
サート（平戸図書館）
19：00～

26 27 28

平戸図書館蔵書点検の
ため休館（～２月５日）

休

●川内峠野焼き（川
内峠)9:00 ～（火入
れ）
●婚活相談会（未来
創造館）11:00 ～

●第69回郡市対抗
県下一周駅伝大会
（～ 16日）

●平戸市表彰式（田
平町民センター）
10:00 ～

●子泣き相撲（最教
寺奥の院)10:00 ～

29

10 建国記念の日

振替休日天皇誕生日

「
無
い
」こ
と
を「
価
値
」に

特
集

的
山
大
島
の
避
粉
地
ツ
ア
ー
か
ら
見
え
た
地
方
の
可
能
性

永田記念図書館蔵書点
検のため休館（～14日）

休

的山大島の東端にある大賀断崖

●春のおはなし会
（COLAS平 戸ホー
ル）10：30～



夢に向かって羽ばたけ

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します

応援団
からの

一言 火災救急件数

26件（36件）

1,764件（1,760件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
令和元年12月末現在令和元年12月末現在

  52件（54件）

　０人（  １人）

  68人（78人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　30,901人（－37人）

■男　性　14,596人（－  ９人）

■女　性　16,305人（－28人）

■世帯数　14,001戸（－  ８戸）

■平戸地区   17,801人（－31人）
　 北部地区　  10,468人（－ 16人）         
　  中部地区　    3,497人（－  ７人）
　  南部地区　    3,836人（－  ８人）

■生月地区　 5,330人（－  ４人）
■田平地区　 6,741人（＋  ４人）
■大島地区　 1,029人（－  ６人）

令和２年１月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問
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永田　璃紗さん

生月小学校

生月町

  ながた　　　　　りさ

６年

得意な教科は図
工と音楽。剣道
以外にも習字を
習っており、筆５
段、鉛筆４段の
腕前。

『悔いのないよう頑張って』

　低学年のころは勝てずによく泣いていましたが、「優勝した
い」と目標を言えるまでに成長してくれました。まわりから「全力
少女」と言われるように、何事にも全力で取り組む姿にいつも元
気をもらっています。これからも支えてくれているすべての人に
感謝し、悔いのないよう精一杯頑張ってください。

母・美冴さん

誰
よ
り
も
大
き
な
声
を
出
し

　
　
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
む

2広報ひらど

自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
始

め
ま
し
た
」と
話
す
よ
う
に
、
剣
道

一
家
で
育
っ
た
璃
紗
さ
ん
に
と
っ
て

剣
道
は
身
近
な
存
在
で
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
練
習
や
試
合
で
は「
だ

ん
だ
ん
と
声
が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
ず
っ
と
大
き
い
声
を
出
し

て
稽
古
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
試
合
で
は
相
手
の
面
を

止
め
て
、
胴
を
打
つ
こ
と
を
意
識
し

て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

指
導
し
て
い
る
小
揚
さ
ん
も「
人

一
倍
声
を
出
し
、
一
生
懸
命
練
習
す

る
頑
張
り
屋
で
す
。
勝
ち
に
対
す
る

意
識
が
強
く
、
そ
れ
が
結
果
に
も

現
れ
て
い
ま
す
」と
目
を
細
め
ま
す
。

そ
の
言
葉
の
と
お
り
、
令
和
元
年
９

月
に
行
わ
れ
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

剣
道
大
会
の
高
学
年
女
子
の
部
で

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
将
来
の
夢
に
つ
い
て
尋
ね

る
と「
美
容
師
に
な
り
た
い
で
す
。

い
と
こ
が
美
容
室
を
し
て
い
て
、
い

つ
も
切
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
自

分
が
お
願
い
し
た
と
お
り
に
切
っ
て

く
れ
る
の
で
、
自
分
も
い
と
こ
み
た

い
な
美
容
師
に
な
り
た
い
で
す
」と

ま
っ
す
ぐ
な
目
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

少
年
団
に
所
属
し
、
週
に
３
回
稽

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
生
月
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
６
年
生
の
中
で
は

唯
一
の
女
子
で
す
。

　

剣
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い

て「
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
姉
ち
ゃ
ん
が
剣
道
を
し
て
い
て
、

　
　
　

月
小
学
校
の
体
育
館
か
ら

　
　
　

気
合
の
入
っ
た
掛
け
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
そ
の
中
で
も
一
際

大
き
な
声
を
出
し
て
稽
古
を
し
て
い

る
の
が
、
今
回
紹
介
す
る
生
月
小

学
校
６
年
生
の
永
田
璃
紗
さ
ん
で
す
。

璃
紗
さ
ん
は
生
月
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

生

的山大島が舞台「背高泡立草」が芥川賞受賞

文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

目次・的山大島が舞台「背高泡立草」が芥
川賞受賞・人口の動き・交通事故件数・火
災救急件数

夢に向かって羽ばたけ

特集

「無い」ことを「価値」に

令和２年平戸市成人式

新しい民生委員・児童委員が決定

市県民税・国保税地区別申告日程一覧

不動産公売を実施します

そうだ図書館へ行こう

今月のレシピ・「古写真」から見る平戸の記憶遺産

高齢者の通いの場訪問

市民総合相談室・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がココに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声・おくやみ

ハッピーバースデー

カレンダー
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Ｐ12～13
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Ｐ20
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Ｐ22

Ｐ23

Ｐ24～25

Ｐ26～30

Ｐ31

Ｐ32～33

Ｐ34

Ｐ35

Ｐ36

　１月15日、第162回芥川賞の選考会が
東京で開かれ、芥川賞に古川真人さんの
「背高泡立草」が選ばれました。
　背高泡立草は、主人公の女性が母の実家
がある的山大島で草刈りをしながら自分の
ルーツや島の歴史を聞き、方言を交えなが
ら将来について考える物語です。ちなみに、
古川さんはこれまで出版した作品すべて的
山大島を舞台にして書かれています。
　平戸図書館では、受賞を記念して古川さ
んの作品を展示した特設コーナーを設けて
紹介していますので、この機会にぜひご覧
ください。

（　）は、前月との比較
　みさ
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戸
桟
橋
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
約
40
分
。

　
　
　

平
戸
島
の
北
に
位
置
す
る
的
山
大

島
は
、
人
口
１
，
０
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ

な
島
で
す
。
周
囲
の
海
は
、
北
上
す
る
対

馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
る
豊
か
な
漁
場
で

あ
り
、
農
業
に
も
適
し
た
気
候
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
昔
か
ら
漁
業
と
農
業
が
営
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
神
浦
地

区
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け

て
建
て
ら
れ
た
古
い
木
造
家
屋
が
軒
を
連

ね
、
当
時
の
面
影
が
残
り
ま
す
。

ス
ギ
花
粉
が
少
な
い
島

　

そ
ん
な
的
山
大
島
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

時
期
、
あ
る
症
状
か
ら
逃
れ
よ
う
と
、
島

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

そ
の
症
状
と
は「
花
粉
症
」。
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
な
ど
の
植
物
の
花
粉
が
原
因
で
生
じ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
こ
と
で
、
季
節
性

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

現
在
で
は
、
日
本
人
の
４
人
に
１
人
が
花

粉
症
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
粉
症
の
症
状
と
し
て
、
く
し
ゃ
み
や

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
目
の
か
ゆ
み
、
充
血

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
体
が
だ

る
い
、
熱
っ
ぽ
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
集

中
力
が
低
下
す
る
と
い
っ
た
症
状
を
伴
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
風
邪
と
似
た
症
状
で

す
が
、
花
粉
が
飛
散
し
て
い
る
期
間
は

ず
っ
と
こ
の
よ
う
な
症
状
が
続
く
の
が
特

徴
で
す
。
症
状
が
ひ
ど
い
人
は
、
花
粉
が

飛
散
す
る
時
期
を
沖
縄
や
北
海
道
、
海
外

な
ど
の「
避
粉
地
」で
過
ご
す
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　

的
山
大
島
に
は
、
花
粉
症
の
原
因
と
な

る
ス
ギ
の
木
が
少
な
く
、
南
側
の
陸
地
か

ら
の
影
響
も
あ
ま
り
受
け
な
い
た
め
、
ス

ギ
花
粉
の
飛
散
が
少
な
く
、
島
民
の
ス
ギ

花
粉
症
の
有
病
率
も
全
国
的
に
見
て
も
低

い
割
合
で
す
。
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
が
少
な

い
た
め
、
花
粉
症
に
悩
む
人
た
ち
に
と
っ

て
天
国
の
よ
う
な
島
な
の
で
す
。

「
無
い
」こ
と
に「
価
値
」を
見
出
す

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
化
財
匠
塾
平
戸
支
部
は
、

ス
ギ
花
粉
が
少
な
い
的
山
大
島
の
特
徴
に

着
目
し
、
12
年
前
か
ら
避
粉
地
体
験
ツ

ア
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、

全
国
各
地
か
ら
ス
ギ
花
粉
症
患
者
が
、
こ

の
時
期
に
島
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

モ
ノ
や
情
報
、
人
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
都
市
部
に
集
ま
り
、
何
も
な
い
と
思
わ

れ
て
い
る
地
方
の
元
気
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
現
代
に
お
い
て
、
的
山
大
島
で
は
無
い

こ
と
に
価
値
を
見
出
し
、
も
と
も
と
あ
っ

た
島
の
魅
力
と
組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「無い」こと を「価値」に

平の辻展望台からの眺め。どこまでも続く水平線と眼前に広がる棚田が美しい。

平

的山大島の避粉地体験ツアーから見えた地方の可能性

特集
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３５

的
山
大
島
の
価
値
を
発
見

　
「
島
に
い
る
間
、
花
粉
症
の
薬
を
飲
ま

な
い
で
す
ん
だ
」。
平
成
17
年
、
関
東
地

方
か
ら
修
学
旅
行
で
島
を
訪
れ
て
い
た
中

学
生
が
ポ
ツ
リ
と
言
っ
た
こ
の
言
葉
が
、

ス
ギ
花
粉
の
避
粉
地
と
し
て
の
価
値
を
見

出
し
た
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
、
神
浦
地
区
の
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
選
定
に
向
け
た
調
査
に

関
わ
っ
て
い
た
重
度
の
花
粉
症
患
者
で
あ

る
有
識
者
か
ら
も「
大
島
に
泊
ま
る
と
鼻

の
調
子
が
良
い
」と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
声
を
ヒ
ン
ト
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
化

財
匠
塾
平
戸
支
部
は
本
格
的
な
調
査
に
乗

り
出
し
ま
す
。

専
門
機
関
と
協
力
し
て
調
査
を
開
始

　

平
成
19
年
に
福
岡
市
の
専
門
機
関
に
よ

る
調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
福
岡
市
内

や
長
崎
県
北
部
と
比
べ
、
ス
ギ
花
粉
が
非

常
に
少
な
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
に
は
長
崎
大
学
に
よ
る
全

島
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と

医
師
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
に
よ
り

ス
ギ
花
粉
症
と
判
断
さ
れ
た
の
は
、
島

民
の
わ
ず
か
２.

65
％
で
、
全
国
平
均
26.

５
％
を
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
数
値
は
、
避
粉
地
と
し
て
知

ら
れ
る
沖
縄
県（
６
％
）よ
り
低
い
割
合

で
し
た
。

　

平
成
23
年
に
は
、
島
内
の
ス
ギ
林
お
よ

び
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
状
況
に
つ
い
て
調
査
。

夏
季
の
ス
ギ
花
の
確
認
や
花
粉
シ
ー
ズ
ン

の
飛
散
花
粉
の
捕
集
と
分
析
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
調
査
で
も
、
長
崎
県
内
の
各

地
で
観
測
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
、

ス
ギ
花
粉
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か

ど
こ
に
発
見
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い

き
っ
か
け
は
あ
る
一
言

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
思
わ
ぬ
価
値
に
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り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
57
年
の
長
崎
大
水
害
や

昭
和
62
年
の
台
風
12
号
な
ど
大
規
模
な

災
害
後
に
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
が
成
熟
期

を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
段
階
的
な
間
伐
や

他
の
樹
木
へ
の
植
え
替
え
な
ど
、
花
粉
を

減
ら
す
た
め
の
ス
ギ
林
の
改
善
に
つ
い
て
、

花
粉
対
策
専
門
調
査
員
で
あ
る「
合
同
会

社
多
摩
の
山
守
」の
山
根
氏
を
招
き
、
現

地
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

的
山
大
島
に
花
粉
が
少
な
い
理
由

　

こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
が
出
た
背
景

に
は
、
ス
ギ
林
の
面
積
が
少
な
い
こ
と
と
、

ス
ギ
花
粉
の
飛
散
時
期
の
気
候
が
大
き

的山大島

2.65

長崎

15.2

福岡

18.2

東京

32.1

沖縄

6.0

（％）

※東京、福岡、長崎、沖縄については、平成20 
　年の調査結果。
※的山大島については、平成22年の長崎大学に
　よる調査結果より。

１_合同会社多摩の山守の山根氏（右）によるスギ林の現地調査／２_西宇戸地区のスギ花／３_スギ林の面積の測量調査／ 4_平
成23年度の避粉地体験ツアーおよびスギ花粉調査についての会議風景／５_ダーラム式花粉捕集器によるスギ花粉の捕集（大島
支所屋上）。２枚の円盤の間にスライドグラスが設置されており、そこについた花粉の数を集計する。

的山大島

71.2

282.1

福岡市内

408.5

1061.0

計測期間

２月20日～ 29日

３月１日～ 22日

江迎町

842.0

1289.0

※江迎町の３月計測分は３日～５日の集計結果。
※福岡市内は、一部ヒノキを含む。

く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

島
内
の
ス
ギ
林
は
島
の
面
積
の
１
％
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
花
粉
の
飛
散

量
も
全
国
的
に
見
て
非
常
に
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ギ
花
粉
が
飛
散
す

る
２
月
、
３
月
は
対
馬
海
峡
か
ら
の
北

風
の
影
響
に
よ
り
、
ス
ギ
林
が
多
い
南
側

の
平
戸
島
や
九
州
北
部
か
ら
の
花
粉
の
飛

来
を
受
け
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
理
由
の

１
つ
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
化
財
匠
塾
平
戸
支
部
は
、

専
門
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
ス
ギ
花
粉

の
避
粉
地
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
島
の
歴
史
や
風
景
、
人
と
い
っ

た
資
源
と
組
み
合
わ
せ
た
、
避
粉
地
体
験

ツ
ア
ー
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

的山大島の避粉地体験ツアーに向けた取り組み

島の北部の大根坂地区からの眺め。海と山に囲まれた
田舎ののどかな風景が広がっている。

平成20年スギ花粉飛散状況比較表

都道府県別花粉症有病率



避
粉
地
体
験
ツ
ア
ー
の
取
り
組
み

　

島
を
訪
れ
た
人
た
ち
の
言
葉
や
専
門
機

関
で
の
調
査
結
果
を
受
け
、
的
山
大
島
で

は
ス
ギ
花
粉
避
粉
地
へ
の
模
索
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化

が
進
む
中
で
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地

域
活
性
化
や
神
浦
の
歴
史
的
町
並
み
の
再

生
・
活
用
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
の
春
に
、
第
１
回
ス
ギ
花
粉

避
粉
地
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
自
主
企

画
。
少
な
い
な
が
ら
も
、
福
岡
か
ら
２
泊

３
日
の
ツ
ア
ー
に
５
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
島
に
つ
く
と
眼
鏡
や

フ
ー
ド
、
マ
ス
ク
が
取
れ
、
症
状
の
軽
減

具
合
を
測
る
寛
解
度
チ
ェ
ッ
ク
で
も
滞
在

中
に
症
状
が
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
避
粉
地
体
験
ツ
ア
ー
の
取
り

組
み
は
、
平
成
20
年
か
ら
27
年
ま
で
毎
年

行
わ
れ
、
徐
々
に
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
か
、

首
都
圏
を
は
じ
め
全
国
各
地
か
ら
応
募
が

来
る
よ
う
に
な
り
、
定
員
の
４
倍
も
の
応

募
が
来
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。
平
成
30
年

は
、
荒
天
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
は
15
人
の
定
員
に
対
し
、
数
日
で
定

員
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
ツ
ア
ー
継
続
や
よ
り
長
く
滞

在
で
き
る
コ
ー
ス
を
要
望
す
る
声
も
挙
が

り
ま
し
た
。

自
然
、歴
史
、食
な
ど
の
文
化
だ
け
で
な
く

島
に
住
む
人
た
ち
の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
る

的
山
大
島
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し
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お
も
て
な
し
で
伝
え
る
島
の
魅
力

　

避
粉
地
体
験
ツ
ア
ー
は
、
症
状
の
改
善

だ
け
で
な
く
、
的
山
大
島
の
魅
力
を
味
わ

え
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
て
い
る
神
浦
地
区
の
町
並
み
や

平
の
辻
展
望
台
・
大
賀
断
崖
の
展
望
台
か

ら
の
雄
大
な
眺
め
、
風
力
発
電
風
車
な
ど

的
山
大
島
の
景
観
を
楽
し
む
バ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
。
宿
泊
先
で
の
食
事
や
昼
食
の
弁

当
も
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
島
の
伝
統
食

が
味
わ
え
ま
す
。
魚
釣
り
や
イ
カ
の
塩
辛

づ
く
り
な
ど
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
な
に
よ
り
島
の
人
た
ち
の
温

か
い
お
も
て
な
し
が
ツ
ア
ー
参
加
者
に

と
っ
て
大
き
な
魅
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
感
想
に
も
、「
島
の
人
た
ち
の

人
柄
や
お
も
て
な
し
に
感
激
し
た
」と
い

う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

専
門
医
に
よ
る
講
座
も
開
催

　

避
粉
地
ツ
ア
ー
に
は
毎
回
、
長
崎
大
学

病
院
の
医
師
も
同
行
し
て
お
り
、
最
先
端

の
治
療
法
や
予
防
法
、
対
策
な
ど
に
つ
い

て
の
講
座
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

が
終
わ
り
、
的
山
大
島
を
離
れ
て
か
ら
も

役
に
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　長崎大学病院の医師・鼻副鼻腔アレルギーの専門家としてアレルギー性鼻
炎（花粉症）の正しい知見を広められたらと思い、このツアーに同行しています。
　講座では、アレルギー性鼻炎（花粉症）の基礎知識から、内服薬や点鼻スプ
レーなどで症状を抑える対症療法、薄めたスギのエキスで花粉症に対して身体
を強くする減感作療法（スギ舌下免疫療法）などについてお伝えしています。
避粉地は抗原から逃れる新しい治療法として注目されており、根本的に治療す
る減感作療法（スギ舌下免疫療法）と組み合わせることが有効です。

長崎大学病院
耳鼻咽喉科・頭頸部外科
病院講師
医学博士  耳鼻咽喉科専門医

「花粉症の正しい知見を広める」

専門医から見る避粉地体験ツアー

渡邊　毅さん
わたなべ　　   たけし

　ツアーに参加した皆さんが症
状が良くなり笑顔になっている
ところをみると、より多くの人
にツアーのことを知ってほしい
と思います。ツアーに同行し皆
さんと交流する中でさまざまな
ご意見が刺激となり、私もアレ
ルギー診療の糧を得ています。
今後も、正しい知識を啓発して
いけたらと思います。 ツアー参加者への講座の様子
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避
粉
地
体
験
ツ
ア
ー
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

文
化
財
匠
塾
平
戸
支
部
、
あ
づ
ち
大
島
た

か
ら
も
ん
の
会
、
神
浦
町
並
み
保
存
会
が

主
催
し
て
今
年
で
12
年
目
に
な
り
ま
す
。

ツ
ア
ー
を
始
め
た
当
初
は
、
参
加
者
の
確

保
に
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
毎
年
約
20
人
程
度
を
定
員
に
募
集

し
て
い
ま
す
が
、
定
員
が
埋
ま
る
ほ
ど
の

応
募
が
あ
り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
過
去

の
ツ
ア
ー
参
加
者
が
知
り
合
い
を
連
れ
て

参
加
し
た
り
、
子
ど
も
が
花
粉
症
で
悩
ん

で
い
る
ご
家
族
が
参
加
し
た
り
と
幅
広
く

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
ツ
ア
ー
に
限
ら
ず
全
国
各

地
か
ら
ス
ギ
花
粉
を
避
け
て
島
に
来
る
人

NPO法人文化財匠塾
平戸支部事務局

米村　伍則さん

　

こ
の
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ス
ギ
花
粉
避
粉
地
と
し
て
の
認
知

度
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
ち
ら
側
の
受
け
皿
を
大
き

く
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
１
週
間

や
１
カ
月
間
の
長
期
コ
ー
ス
を
希
望
す
る

声
や
長
期
滞
在
で
き
る
受
け
入
れ
体
制
の

拡
充
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
す
。
神
浦
地

区
で
も
空
き
家
な
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
家

屋
が
あ
る
の
で
、
中
長
期
の
滞
在
を
希
望

す
る
人
た
ち
に
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

2020年「スギ花粉避粉地体験ツアー」開催

　時間がゆっくり流れる静かで空気のきれいな的山大
島で、島の景観や冬の味覚を楽しみ、花粉症のリフ
レッシュを実感しませんか。
○と　き　３月６日（金）～８日（日）
○ところ　的山大島
○集　合　午後３時　平戸港ターミナル
○申込方法　右のQRコードから申し込んでください。

○申込締切　２月16日（日）
○参加費　１万６千円
○定　員　花粉症患者　20人
○日　程　
　１日目　的山大島へ移動、開会式
　２日目　島めぐり、花粉症講座
　３日目　解散

NPO法人文化財匠塾平戸支部（米村）　☎55-2487問

申し込みはコチラから

「
無
い
」こ
と
が「
価
値
」に
な
る
。

　
的
山
大
島
の
避
粉
地
と
し
て
の

　
　
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。 重要伝統的建造物群保存地区である神浦地区の町並み

よねむら　　　  いつのり

避粉地体験ツアーのこれから

ツアーでは、米村さん自ら解説を行う。

　

ま
た
、
島
内
で
の
移
動
手
段
が
ほ
し
い

と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
的
山
港
の
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場
で
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を

レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
ツ

ア
ー
の
参
加
者
は
高
齢
者
が
多
く
、
起
伏

の
激
し
い
島
内
を
自
由
に
散
策
す
る
に
は

自
転
車
以
外
の
足
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

現
在
は
、
民
宿
の
オ
ー
ナ
ー
が
滞
在
者
に

車
を
貸
し
出
す
こ
と
で
対
応
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

今
後
よ
り
一
層
、
全
国
各
地
の
ス
ギ
花

粉
症
患
者
の
人
に
的
山
大
島
と
い
う
避
粉

地
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ぜ
ひ
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
当
初

か
ら
の
目
的
で
あ
る「
避
粉
地
宣
言
」を
目

指
し
、
こ
れ
か
ら
も
官
民
一
体
と
な
っ
て
、

的
山
大
島
の
新
た
な
可
能
性
と
付
加
価
値

を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

「
受
け
皿
を
大
き
く
し

　
　
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

中
長
期
の
滞
在
を
目
的
に
、

借
り
ら
れ
る
空
き
家
が
な

い
か
と
質
問
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
中
に
は

ス
ギ
花
粉
が
飛
散
す
る
時

期
に
空
き
家
を
借
り
て
数

カ
月
滞
在
す
る
人
も
い
ま

す
。
過
去
に
は
、
キ
ャ
ン

プ
場
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て

生
活
し
て
い
た
人
も
お
り
、

ツ
ア
ー
に
飛
び
入
り
で
参

加
し
て
も
ら
い
、
話
を
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。



新春恒例の成人式。平戸市では395人が成人を迎えました。
大人としての第１歩を踏み出した新成人たちの様子をお伝えします。
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令和２年平戸市成人式
　二十歳の門出に大人への誓い

　
　
　

和
最
初
の
お
正
月
も
過

　
　
　

ぎ
、
冷
た
い
風
が
吹
く

　
　
　

中
、
会
場
に
続
々
と
集

ま
る
新
成
人
の
目
は
、
未
来
へ

の
希
望
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
の「
成
人
の
日
」を

前
に
、
１
月
３
日
、
平
戸
市
成

人
式
が
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
艶
や
か
な
振
袖

や
ス
ー
ツ
、
羽
織
袴
な
ど
に
身

を
包
ん
だ
新
成
人
が
集
ま
り
、

旧
友
と
の
再
会
を
喜
び
、
記
念

撮
影
を
し
た
り
、
近
況
や
思
い

出
を
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
成
人
の
代
表
者

２
人
が
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の

気
持
ち
と
、
新
成
人
と
し
て
の

覚
悟
や
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
述

べ
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
を
聞
い

て
い
た
新
成
人
の
表
情
に
は
、

こ
れ
か
ら
大
人
に
な
る
と
い
う

決
意
と
自
覚
が
表
れ
た
よ
う
な
、

そ
ん
な
凛
々
し
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
平
戸
市
で
は
３
９

５
人（
平
戸
地
区
２
０
９
人
・
生

月
地
区
76
人
・
田
平
地
区
98
人
・

大
島
地
区
12
人
）が
成
人
を
迎
え

ま
し
た
。

　
私
は
高
校
卒
業
後
、
大
学
に
進
学

し
、
現
在
教
育
学
を
専
攻
し
て
い
ま

す
。
初
等
教
育
を
専
門
的
に
学
ぶ
か

た
わ
ら
、
昨
年
よ
り
福
岡
県
内
で
不

登
校
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の

委
託
を
受
け
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
し
て
の
知
識
を
生
か
し
、
小
中
学

生
を
対
象
に
し
た
相
談
サ
ポ
ー
ト
に

従
事
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
と
し
て
の
学
校
を
取

り
巻
く
地
域
社
会
に
視
野
を
広
げ
、

社
会
福
祉
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
社

会
教
育
や
生
涯
学
習
の
あ
り
方
に
つ

い
て
日
々
探
求
し
て
い
ま
す
。
　

　
平
戸
、
生
月
、
田
平
、
大
島
、
度

島
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
も
つ
古
き

良
き
伝
統
や
文
化
を
重
ん
じ
、
特
色

あ
る
地
域
力
を
今
こ
そ
発
揮
す
る
と

き
で
す
。

　
す
べ
て
の
人
が
と
も
に
支
え
あ
い
、

と
も
に
生
き
る
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
地
元「
平
戸
」に

多
方
面
か
ら
、
少
し
で
も
貢
献
し
て

い
く
こ
と
が
私
た
ち
若
者
の
使
命
で

あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
1
9
9
9
年
、
2
0

0
0
年
と
い
う
節
目
の
年
に
生
ま
れ
、

今
年
、
令
和
最
初
の
新
成
人
と
し
て

成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
を
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
平
戸
の
自
然
と
歴
史
の
あ
ふ
れ
る

環
境
の
中
で
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
、
楽
し
か
っ
た
こ

と
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
の
ほ
か
に

も
、
叶
わ
な
か
っ
た
夢
や
、
失
敗
し

た
こ
と
な
ど
、
辛
く
苦
し
い
経
験
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
た
ち
の
20

年
間
を
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
40
年
も
50
年
も
人
生

は
続
い
て
い
き
ま
す
。
ど
ん
な
人
生

を
歩
み
、
ど
ん
な
大
人
に
な
っ
て
ゆ

く
の
で
し
ょ
う
か
。
期
待
も
不
安
も

同
じ
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
か

ら
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
立
派
な
大
人

に
は
な
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
私
な
り
に
前
を
向
い
て
、

夢
を
追
い
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　―　決意を胸に、夢に向かって羽ばたけ若人たち　―

　新成人代表２人の「誓いの言葉」

感謝と
希望

令

安村　太智さん
（田平地区）

貞方　麗華さん
（北部地区）

やすむら　　　  たいち

さだかた　　　れいか



民生委員・児童委員のマーク
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行政区 行政区

生月地区

氏名氏名

御崎

森・大久保

竹崎・大久保

堺目・上堺目

元触・里

白山・恵比須

浦中・正前

宮田・里浜

山田・日草

正和・日草

舘浦第 1・第 2

舘浦第 3・第 4

舘浦第 4・第 5

田平地区

日の浦 

野田

永久保 ・大崎 

釜田・大久保

山内 

平戸口 

永田 

永田 

坊田 

小手田 

米の内 

東荻田・西荻田 

南荻田・下寺 

生向・外目

以善

万場 

田代・古梶

深月

下里

上里

上里

岳﨑

福崎

小崎

上亀・下亀

大島地区

西神浦

東神浦

前　平

西宇戸

大根坂

的 山 浦

的 山 在

平戸地区

〃

中野地区

〃

獅子地区

〃

紐差地区

〃

中津良地区

〃

津吉地区

〃

志々伎地区

〃

生月地区

〃

田平地区

〃

大島地区

〃

内山　慶子

山本　幸子

山本　善則

舩原　宗正

白川　清美

松本　昇堅

濵﨑　知子

町田　治康

米倉　真優

坂本ヨウ子

墨谷　博世

西澤　玲子

大畑　祥子

今　ユキ子

小田　勇

黒木三貴男

宮木　節子

大内　和子

安河内　毅

森　春枝

葉山　晴子

山田　豊恒

川代　妙子

石井　岩夫

早田とし子

今村　慶子

綿川　祐一

川下　國夫

北川　貢

佐藤千代子

松田　孝子

小田せつ子

赤木美惠子

﨑村　芳照

田上　俊一

萩尾　章

長田　康志

堀田　倉市

末𠮷　直幸

大浦　靖子

宮島　直子

山野上和則

柴山　延子

白石くみ子

吉田　幸洋

大島　理佐

田中　泰三

松本　美則

大石　克徳

山浦　郁子

濵田　茂

市山　忠美

田原　永子

栁原美代子

近藤　重雄

前田佳代子

吉住　重稔

濵岡志名子

楠富　啓一

石丸　至子

黒田　光範

大浦美知子

下川　伸之

小濱美樹子

永田　照代

ヨ　ミ

ウチヤマ　ケイコ

ヤマモト　サチコ

ヤマモト　ヨシノリ

フナバラ　ムネマサ

シラカワ　キヨミ

マツモト　ノリタカ

ハマサキ　トモコ

マチダ　ハルヤス

ヨネクラ　マユミ

サカモト　ヨウコ

スミヤ　ヒロヨ

ニシザワ　レイコ

オオハタ　サチコ

コン　ユキコ

オダ　イサム

クロキ　ミキオ

ミヤキ　セツコ

オオウチ　カズコ

ヤスコウチ　タケシ

モリ　ハルエ

ハヤマ　ハルコ

ヤマダ　トヨヒサ

カワシロ　タエコ

イシイ　イワオ

ソウダ　トシコ

イマムラ　ケイコ

ワタガワ　ユウイチ

カワシモ　クニオ

キタガワ　ミツグ

サトウ　チヨコ

マツダ　タカコ

オダ　　セツコ

アカギ　ミエコ

サキムラ　ヨシテル

タガミ　シュンイチ

ハギオ　アキラ

ヨ　ミ

氏名 ヨ　ミ

ナガタ　ヤスシ

ホリタ　ソウイチ

スエヨシ　ナオユキ

オオウラ　ヤスコ

ミヤジマ　ナオコ

ヤマノウエ　カズノリ

シバヤマ　ノブコ

シライシ　クミコ

ヨシダ　ユキヒロ

オオシマ　リサ

タナカ　タイゾウ

マツモト　ヨシノリ

オオイシ　カツノリ

ヤマウラ　イクコ

ハマダ　シゲル

イチヤマ　タダミ

タバラ　ナガコ

ヤナギハラ　ミヨコ

コンドウ　シゲオ

マエダ　カヨコ

ヨシズミ　シゲトシ

ハマオカ　シナコ

クストミ　ケイイチ

イシマル　ヨシコ

クロダ　ミツノリ

オオウラ　ミチコ

シモカワ　ノブユキ

オバマ　ミキコ

ナガタ　テルヨ

主任児童委員名簿
担当地区　

　任期満了に伴う一斉改選が行われ、令和元年 12月１日に、新しい民生委員・児童委員が決
まりました。主な活動内容は「援助を必要とする人に対して自立した日常生活を営むことが
できるよう、生活に関する相談に応じることや助言、その他必要な情報の提供」です。また、
個々のニーズに応じたサービスが受けられるよう関係機関などに、必要な対応を促すパイプ
役を務めます。任期は、令和元年 12月１日から令和４年 11月 30日までの３年間です。

行政区 行政区

平戸地区

民生委員名簿 （敬称略）

新しい民生委員・児童委員が決定

氏名氏名

亀岡・清水川

白浜・中の崎

稗田・下大垣

上大垣 

上大垣 

大野・明の川内

高麗町 

戸石川・杉山

赤坂・梅崎 

木引・ 後平 

薄香越・田原崎

西の久保

薄香

中の原

大久保・小川

田助・幸の浦

曲り・潮の浦

田の浦・神崎

田助在・油水 

度島浦・度島中部・度島三免

新町・職人町・築地町

木引田町・魚の棚・紺屋町

宮の町・浦の町・崎方町

大山・川内在

川内浦 

中野大久保・水垂

山中・坊方

主師・山野白石 

下中野・古江・大瀬

春日・高越

獅子１・２

獅子３・４ 

根獅子１・２

根獅子３・４

飯良

朶の原・大石脇

紐差１・３

紐差２・４

深川・迎紐差

木ケ津１・２・３・４

大川原・赤松 

草積・石原田

木場・田崎・神鳥

宝亀１・２・３ ・４

上中津良

下中津良

敷佐

猪渡谷 

堤 

神船・津吉中央 

津吉元 

鮎川・大佐志

中山 

神上・田代

前津吉浦・前津吉浜

船木 

早福 

大志々伎

志々伎浦

志々伎岡・肥 

船越・向月

野子

宮の浦・高島

寺田　善昭

橋本　祐子

田中　末子

小田　覚

髙増　清子

江上　礼子

戸村八千代

江田　義光

吉冨　作雄

小野　道子

志佐喜美子

久家　幸代

川淵　和夫

　未　定

外輪　隆

三德屋みえ子

山下　義則

山口　　利

疊屋　宏子

浜田　孝信

立石惠美子

　未　定

大坪　陽子

川口　早苗

豊島　行男

松本　義規

坂口　和

寺田　　之

𠮷永　昭則
鴨川八十一

濵田富美夫

塩谷　英治

瀧山　正樹

山中　弘之

濱田　三美

市山　隆三

松瀬　康子

林　三保子

園田　智子

佐々木道夫

松永　富子

石田　和代

前田　晴夫

川上　武夫

石元　敏博

阿邉　亮子

橋村弥壽夫

大石　光彥

松下とめ子

小値賀順一

宮本　照　

岡田　直子

井上眞利子
森　登美子

小田惠美子

井手口久美子

立石　輝代

福井　幸代

小﨑　孝

松瀨　千秋

藤澤　兼美

林　美紀代

宮川　　美

ヨ　ミ

テラダ　ヨシアキ

ハシモト　ユウコ

タナカ　スエコ

オダ　サトシ

タカマス　キヨコ

エガミ　レイコ

トムラ　ヤチヨ

エダ　ヨシテル

ヨシトミ　サクオ

オノ　ミチコ

シサ　キミコ

クガ　サチヨ

カワブチ　カズオ

ソトワ　タカシ

サントクヤ　ミエコ

ヤマシタ　ヨシノリ

ヤマグチ　ヒデトシ

タタミヤ　ヒロコ

ハマダ　タカノブ

タテイシ　エミコ

オオツボ　ヨウコ

カワグチ　サナエ

トヨシマ　ユキオ

マツモト　ヨシノリ

サカグチ　カズヒデ

テラダ　ヨシユキ

ヨシナガ　アキノリ

カモガワ　ヤソイチ

ハマダ　トミオ

ヨ　ミ

シオヤ　エイジ

タキヤマ　マサキ

ヤマナカ　ヒロユキ

ハマダ　ミツヨシ

イチヤマ　リュウゾウ

マツセ　ヤスコ

ハヤシ　ミホコ

ソノダ　トモコ

ササキ　ミチオ

マツナガ　トミコ

イシダ　カズヨ

マエダ　ハルオ

カワカミ　タケオ

イシモト　トシヒロ

アベ　リョウコ

ハシムラ　ヤスオ

オオイシ　ミツヒコ

マツシタ　トメコ

オジカ　ジュンイチ

ミヤモト　テルヨシ

オカダ　ナオコ

イノウエ　マリコ

モリ　トミコ

オダ　エミコ

イデグチ　クミコ

タテイシ　テルヨ

フクイ　サチヨ

コサキ　タカシ

マツセ　チアキ

フジサワ　カネヨシ

ハヤシ　ミキヨ

ミヤガワ　ハツミ

■お問い合わせ　福祉課総務班　☎22-9130

▲民生委員・児童委員辞令交付式

民生委員・児童委員の徽章などに用いられるこの
マークは、幸せのめばえを示す四つ葉のクロー
バーをバックに、民生委員の「み」の文字と児童委
員を示す双葉を組み合わせ、平和のシンボルの鳩
をかたどって、愛情と奉仕を表しています



確定申告のご案内
TAX Information

●原則、地区別に指定する受付日での申告となります。ただし、都合により指定の受付会場以外で申告を希
　望する人は、書類準備の都合上、前日までに必ず税務課住民税班にご連絡ください。
●期間中、申告受付の担当職員は各申告会場に出向いているため、市役所税務課での申告受付はできません。
●申告書にマイナンバー（個人番号）を記載して提出することになります。そのため、本人確認書類として、
　マイナンバーカード（個人番号）や、通知カード・マイナンバーの記載がある住民票、また運転免許証な
　どの本人であることを確認できる書類の提示か、写し（コピー）の添付が必要となります。
●確定申告をする人は、平戸税務署で申告をお願いします。

●と　き　２月17日（月）～３月16日（月）　
　　　　　９：00～ 16：00（土・日曜日を除く）

●ところ　平戸税務署
　※今回の申告受付は、改修工事のため平戸文化センター
　　では行いませんのでご注意ください。
【お問い合わせ】　平戸税務署　☎23-2131
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受付日
２月25日（火）

２月26日（水）

２月27日（木）

受付地区
前平・西神浦・東神浦
大根坂・西宇戸
的山浦・的山在

時　　間
10：30 ～ 15：30

10：00 ～ 15：30

10：00 ～ 15：00

受付会場

大島村公民館
（市役所大島支所２階）

大島地区 Oshima Area

受付日
２月14日（金）

２月17日（月）

２月18日（火）

２月19日（水）

２月20日（木）

２月21日（金）

２月25日（火）

受付地区
森・竹崎・大久保・堺目
御崎・上堺目・元触・里
白山・恵比須・浦中・里浜
正前・宮田・正和
日草・山田
舘浦第1・舘浦第5
舘浦第2・第3・第4

時　　間

9：00 ～ 17：00

受付会場

市役所生月支所
２階会議室

9：00～ 16：00

生月地区 Ikitsuki Area

受付日
２月12日（水）

３月５日（木）

３月６日（金）

３月９日（月）

３月10日（火）

３月11日（水）

受付地区
度島浦・度島中部・度島三免
大山・川内在・川内浦・中野大久保・水垂
山中・坊方・主師・山野白石・下中野・古江・大瀬
亀岡・清水川・白浜・稗田・中の崎・下大垣・上大垣・明の川内
高麗町・戸石川・杉山
大野・木引・赤坂・後平・薄香越・西の久保・梅崎・薄香浦・
田原崎・小川・大久保・中の原
幸の浦・田の浦・曲り・潮の浦・神崎・田助在・田助浦・油水・新町・
職人町・魚の棚町・紺屋町・木引田町・築地町・宮の町・浦の町・崎方町

時　　間
9：30～ 15：00

受付会場
ふれ愛センター度島

9：00～ 17：00 市役所本庁３階会議室

平戸・北部地区 Northern Hirado Area

受付地区
紐差第１～４・朶の原・深川・迎紐差・木場・田崎・神鳥
大川原・赤松・木ヶ津第１～４・飯良第１～２・草積・石原田・大石脇
根獅子第１～４・春日・高越
獅子第１～４・宝亀第１～４

受付会場時　　間

9：00～ 16：00

9：00 ～ 17：00 ふれあいセンター
会議室AB

受付日
２月26日（水）

２月27日（木）

２月28日（金）

３月２日（月）

平戸・中部地区 Middle Hirado Area

受付地区
上中津良・下中津良・敷佐・猪渡谷・堤・前津吉浦・前津吉浜・船木
神上・大志々伎・志々伎浦・志々伎岡・肥・船越・向月・野子・
宮の浦・高島
神船・津吉中央・津吉元・中山・鮎川・大佐志・田代・早福

時　　間 受付会場

9：00 ～ 17：00

9：00 ～ 16：00

多目的研修センター
青少年室 

Southern Hirado Area

受付日
２月19日（水）

２月20日（木）

２月21日（金）

平戸・南部地区 Southern Hirado Area

受付日
２月28日（木）

３月２日（月）

３月３日（火）

３月４日（水）

３月５日（木）

３月６日（金）

受付地区
日の浦・野田・永久保・大崎・下寺
釜田・大久保・山内・平戸口・田代
米の内・東荻田・西荻田・南荻田・深月・生向・坊田
小手田・下里・上里・永田・岳崎
上亀・下亀・小崎
外目・以善・万場・古梶・福崎

時　　間

9：00 ～ 17：00

9：00 ～ 16：00

受付会場

たびら活性化施設研修室
(市役所田平支所横）

田平地区 Tabira Area

所得税の確定申告会場

市・県民税、国民健康保険税の

地区別申告日程一覧
Tax Information
混雑を避けるため、地区ごとに日程を指定しています。
下記の申告日程表を参考に、忘れず申告しましょう。

■お問い合わせ　税務課住民税班　 ☎22-9116

●と　き　３月12日（木）～３月16日（月）　
　　　　　９：00～ 17：00（土・日曜日を除く）
　　　　　※ただし、最終日（３月16日）は、９：00～ 16：00まで

●ところ　市役所本庁３階会議室
※各地区の指定した日程で申告できなかった人は、次の日程で申告を受け付けします。
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不動産公売物件一覧

公売前に準備するもの

　①買受適格証明書の取得
　　農地の公売に参加するためには、買受適格証明書が必要です。買受適格証明を受けるためには、
　　期限までに農業委員会に買受適格証明願などの必要書類を提出する必要があります。
　　※期限を過ぎると買受適格証明書を公売日までに取得できず、公売に参加できなくなります。
　　農業委員会への必要書類提出期限：２月１０日（月）
　　※買受適格証明書についてのお問い合わせ先：農業委員会事務局（☎22-9172）
　②公売保証金の用意
　　　公売保証金については、公売当日に受付で一括納付する必要があります。
　　　（入札の結果、買受できなかった場合には、公売保証金はお返しします。）
　　　また、買受決定者は、買受代金を３月１０日（火）午前11時までに一括納付する必要があります。

その他

　①地積および床面積は公簿上に記載された面積であり、実測と異なる場合があります。
　②農地について賦課金などの未納がある場合は、買受人の負担となります。また、公売日現在耕作中の物に
　　ついては、耕作者または前所有者に帰属するため公売の対象となりません。
　③所有権移転の際には、別途登録免許税が必要となります。
　④滞納税の納付などにより、公売が中止となる場合があります。
　⑤入札する際は慎重に検討し、詳しい内容については、事前に税務課総務徴収班にお問い合わせください。

地番：652番３
地目：雑種地
地積：52㎡
　　
附属建物
種類：倉庫
構造：木・鉄骨造スレ
　　　ート葺平家建
床面積：170㎡
　

　

地番：1026番14
地目：宅地
地積：114.58㎡

所在：獅子町字辻
地番：651番１
地目：宅地
地積：1,080.14㎡
所在：獅子町字辻651番地
家屋番号：651番の２
種類：居宅
構造：鉄筋コンクリート
　　　造陸屋根平家建
床面積：234.79㎡
　　19,376,000円
所在：明の川内町字寺内
地番：253番
地目：雑種地
地積：138㎡
      726,000円
所在：紐差町字前田
地番：1026番13
地目：宅地
地積：273.28㎡
所在：紐差町字前田1026番地13、1026番地14
家屋番号：1026番13
種類：店舗・居宅
構造：鉄骨鉄筋コンクリート造陸屋根３階建
床面積：１階276.59㎡ ２階276.59㎡ ３階232.12㎡
　　12,793,000円

所在：木場町字勝負ノ久保
地番：919番６
地目：雑種地
地積：363㎡
　　227,000円

所在：鮎川町字北ノ後
地番：53番
地目：田
地積：2,717㎡
　　699,000円

所在：生月町里免字加場田
地番：3088番５
地目：宅地
地積：167.36㎡
　　1,446,000円

　　

　　
　　

　　

地番：289番３
地目：宅地
地積：503.32㎡

　   

地番：1086番11
地目：公衆用道路
地積：54㎡　　
　　

　　
　　

　   
　　

　　2,038,000円　
所在：生月町山田免字前田495番地、496番地２
家屋番号：495番の３
種類：事務所
構造：コンクリートブロック・鉄筋コンクリート造 
　　   陸屋根平家建
床面積：104.61㎡
　　3,512,000円
所在：紐差町字二本松
地番：288番２
地目：雑種地
地積：146㎡
　   2,113,000円
所在：山中町字矢ヒツ1388番地
家屋番号：1388番
種類：事務所・工場
構造：鉄骨造スレート葺平家建
床面積：286㎡
　　5,524,000円
所在：岩の上町字西稗田
地番：1086番1
地目：山林
地積：898㎡
　　258,000円
所在：中野大久保町字白岩
地番：653番23
地目：田
地積：4,678㎡
　　2,762,000円
所在：古江町字荒崎1060番地１
家屋番号：1060番1
種類：店舗・居宅
構造：木造セメントかわらぶき平家建
床面積：199.92㎡
　　3,409,000円

番号 番号公売財産、見積価額および公売保証金 公売財産、見積価額および公売保証金

1 - 

平 - 

３

1 - 

平 - 

２

見 保見積価額

※「１－平－15」の不動産は公売中止となりました。

公売保証金

　市では、税負担の公平性を確保する観点から、市税などの滞納処分として差し押さえた財産（不動産）について、
下記のとおり入札による公売を実施します。

不動産公売を実施します

３月３日（火）
午後１時15分～午後２時30分

平戸市役所田平支所　
午後２時～午後２時30分・入札

３月10日（火）午前11時

①買受適格証明書（農地のみ）②公売保証金③身分証明書（運転免許証など）④印か
ん⑤委任状（※代理人が入札する場合のみ）⑥法人登記簿（※法人の場合のみ）

公売日および受付時間

公売場所

入札時間・公売方法

買受代金納付期限

■お問い合わせ　税務課総務徴収班　☎22-9115

※午後１時45分から、入札の事前説明を行います

230,000円

360,000円
1,938,000円

80,000円

1,280,000円

30,000円

70,000円

150,000円

220,000円

560,000円

26,000円

280,000円

350,000円

※賃借権（小作権）の設定があります。

※財産上に建物あり
※財産上に建物あり

【国営田平土地改良区所属】所在：田平町里免字荻ノ下
地番：308番1
地目：田
地積：1,013㎡

地番：308番2
地目：田
地積：2,132㎡
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『文豪が泊まった温泉宿50
  “裸”になって本音をみせた』
著／週刊朝日編集部
出版社／朝日新聞出版

『ニッポンお宝食材
　風土が作り、人が育てる
　郷土のお取り寄せ帖』
文／向笠　千恵子
写真／荒井　孝治
出版社／小学館

『ノラネコぐんだん
　カレーライス』
著／工藤　ノリコ
出版社／白泉社

『せき越えぬ』
著／西條　奈加
出版社／新潮社

『おれ、よびだしになる』

文／中川　ひろたか
絵／石川　えりこ

若き国木田独歩が恋人と逃避行した
塩原温泉の「上会津屋」、川端康成が
10年間ツケ払いで暮らした伊豆の
「湯本屋」。その他にも芥川龍之介、
太宰治、森鴎外などの文豪が宿泊し
た温泉宿を、当時のエピソードとと
もに紹介しています。温泉ガイドと
しても楽しむことができます。

沖縄の今帰仁（ナキジン）アグー、
京都のしば漬け、岐阜の粉山椒。
徹底取材したニッポンが誇るお
宝食材５８品目と、その素材を
最大限に利用した現地の郷土料
理店、取扱店を紹介した本です。

思わぬなりゆきから箱根の関守
となった若き小田原藩士・武一。
彼の前には切実な事情を抱えた
旅人がやってきます。西国へ帰
る訳ありげな兄妹、江戸から夜
逃げしてきた臨月の女。やがて
命を懸けて一人の男にこの国の
未来を託そうとする者たちをし
り、武一の身にも人生最大の岐
路が訪れます。

ワンワンちゃんのカレー屋さ
んをのぞくノラネコぐんだん。
カレーライスの作り方を見て
います。夜、ノラネコぐんだ
んはお店に忍び込んでシー
フードカレーを作り、「かん
たんだったね　かんたんだっ
たよ」と得意顔。でも、ノラ
ネコぐんだんの背後には…。

小さいころから相撲が好き
だったぼくは、中学を卒業す
ると「よびだし」になった。よ
びあげ、太鼓、土俵づくりな
どを先輩に教えてもらい、や
がて僕の初土俵の日がやって
きた。大相撲の世界に飛び込
んだ少年のお話です。

『ふゆとみずのまほう
　こおり』
写真・文／片平　孝
出版社／ポプラ社

冬の寒さが、水の魔法をかけ、
氷になりました。池や湖には
る氷、モザイク模様の氷の結
晶、水辺の木に波しぶきが凍
りついた「しぶき氷」氷が見
せる多様な姿・形と不思議な
性質を、美しい写真とともに
紹介した1冊です。

今月の休館日　　平戸図書館：（蔵書点検）１日（土）～５日（水）
　　　　　　　　永田記念図書館：4日（火）、（蔵書点検）10日（月）～14日（金）、18日（火）、23日（日）、25日（火）

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

各図書館・図書室連絡先

平戸図書館

９日（日）・16日（日）・23日（日）午後２時～

12日（水）・26日（水）  午前10時30分～

8日（土）・27日（木）　午後２時～

29日（土） 午後７時～

毎週土曜 午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『旅立ちの島唄』(邦画:114分)

ライブラリーコンサート　　　　　　　　　
大正琴のグループ「琴樹会ハイカラバンド」
の皆さんです（予定）

おはなし会　永田記念図書館

図書館のイベント情報

vol.11「古写真」から見る平戸の記憶遺産

　野菜・キノコ類に多く含まれ
る食物繊維は、コレステロール
の吸収や血糖値の上昇を緩や
かにする働きがあります。大豆
に加え、ちりめんの旨味と練り
わさびを効かせることで減塩で
栄養たっぷりのサラダに仕上げ
ました。 森山　アツ子さん

南部地区　えぷろん会

野菜を１品プラス

『大豆のサラダ』

各地域の食生活改善推進員が紹介します！

今月のレシピ
健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125問

エネルギー 82kcal　たんぱく質５.１g　脂質６.４g　食塩相当量0.８ｇ

７

２

１

もりやま

35

毎月19日は「食育の日」です！

文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

「猶興館高校」

1927年ごろの新校舎

1916年ごろの旧校舎

３

　猶興館高校は、1880年（明治13年）松浦家当主松
浦詮によって「私立猶興書院」が開設されたのがはじ
まりです。当時の猶興書院は現在でいう私塾に相当し、
旧平戸藩内の勉学を志す若者たちの学びの場であり、
現在の猶興館グラウンドに校舎がありました。その後、
1887年（明治20年）当時の学制に則り「私立尋常中
学猶興館」となり、翌年文部省の認可を受け、1901
年（明治34年）長崎県に移管され「長崎県中学猶興
館」となります。現在の県立高等学校の前身です。
　県立中学猶興館は1916年（大正2年）に校舎を建
設。その校舎は洋風の非常にモダンな建築でした（写
真右上）。残念ながらこの校舎は1924年（大正13
年）に焼失。その後、1927年（昭和2年）現在の地に
新校舎が完成し（写真右下）今にいたります。今年は
猶興館が創立されて140年の記念の年にあたります。

【材料（４人分）】

ちりめん・・・・・・ ・・10ｇ

マヨネーズ・ ・・・ 大さじ２

濃口しょうゆ・・ ・小さじ２

練りわさび・・・ 小さじ1/4

大豆（水煮）・・・・・・・・ 100ｇ

しめじ・ ・・・・ ・・・・・・100g

人参・・ ・・・・・・・・・・・ 40g

レタス・・・・・・・・ ・・・  60g

きゅうり・・・・・・・・・・ 60g

【作り方】

【栄養（１人分）】

しめじは小房に分けて茹でる。人参は短冊切りにし茹でる。レタス

は食べやすい大きさにちぎる。きゅうりは小口切りにする。ちりめ

んは熱湯をかける。

Aの調味料を合わせる。

全ての材料とAを和える。

Hirado City Public Relations,2020.２21
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市民課消費生活センター　☎22-9122問

消費生活
センター

「消費生活センター」から身近な情報をお届け
『
カ
タ
ロ
グ
通
販
会
社
を
名
乗
っ
た
架
空
請
求
ハ

ガ
キ
に
つ
い
て
』

　

某
カ
タ
ロ
グ
通
販
会
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
注
意
す
る
よ
う
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。
画
像
の
よ
う

な
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
ら
、
慌
て
ず

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
番
号
が

変
わ
り
ま
し
た

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番

号（
直
通
番
号
）が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
電
話
番
号
は
22

-

９
１
２
２
で
す
。
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
購

入
や
契
約
に
関
す
る
相
談
や
商

品
購
入
後
の「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
」に
関
す
る
相
談
な
ど
、
消
費

生
活
全
般
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

架
空
請
求
ハ
ガ
キ
に
注
意

　

某
カ
タ
ロ
グ
通
販
会
社
を
名

乗
り
、
料
金
の
支
払
い
が
確
認
で

き
な
い
と
し
て
、
消
費
者
に
ハ
ガ

キ
を
送
り
、
お
金
を
支
払
わ
せ
る

架
空
請
求
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
架
空
請
求
は
、
次
の
画

像
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
を
某
通
販
会

社
の
会
員
だ
け
で
な
く
、
不
特
定

多
数
の
人
に
送
付
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

文化交流課交流推進班　☎22-9143

『
新
　
年
　
好
！
』

問

番
組
の
中
国
版
紅
白「
春
晚

（
チ
ュ
ン
ワ
ン
）」も
携
帯
ア
プ
リ

ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
と
連
携
し
て
、

決
ま
っ
た
時
間
に
ア
プ
リ
を
開
い

て
振
る
と
、
金
一
封
が
協
賛
企
業

か
ら
落
ち
て
く
る
と
い
う
期
間
限

定
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

私
も
番
組
を
見
な
が
ら
ス
マ
ホ

を
振
っ
て
み
ま
し
た
。
金
一
封
が

参
加
賞
で
、
だ
い
た
い
日
本
円
に

し
て
数
十
円
程
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
す
。
近
年
、
中
国
で
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
急
速
に

進
ん
で
お
り
、
中
国
人
は
財
布
を

紛
失
す
る
こ
と
よ
り
、
ス
マ
ホ
の

充
電
が
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
ほ

う
が
不
安
だ
そ
う
で
す
。

　

今
年
も
中
国
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

“

マ
ウ
ス„

。

　

皆
さ
ん
、
新
年
好
！（
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
！
）中
国
で
は
、

お
正
月
と
い
え
ば
旧
正
月
の
こ
と

で
す
。
今
年
は
１
月
24
日
が
旧

暦
の
大
晦
日「
除
夕（
チ
ュ
ー

シ
ー
」で
す
。
私
は
北
京
で
家
族

と
一
緒
に
お
正
月
を
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

　

中
国
に
お
い
て
は
、
旧
正
月
に

日
本
と
同
じ「
紅
包（
ホ
ン
バ

オ
）」と
い
う
お
年
玉
を
配
る
習

慣
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
な
ら
っ

て
、
５
年
前
か
ら
電
子
マ
ネ
ー
の

大
手
企
業「
阿
里
巴
巴（
ア
リ
バ

バ
）」の
支
付
宝（
ア
リ
ペ
イ
）や

「
騰
訊（
テ
ン
セ
ン
ト
）」の
微
信
支

付（
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
）は
伝

統
の
お
年
玉
の
習
慣
を
活
用
し
、

電
子
マ
ネ
ー
の「
お
年
玉
」が
も

ら
え
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
国
民
的

国際交流員
の日記

問

47

　
平
戸
市
で
は
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で

健
康
体
操「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　   

　
長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　
☎
22
‐
9
1
3
3

「平戸よかよか体操」オリジナルＣＤおよびＤＶＤを無償貸し出し中です！
―
 

み
ん
な
い
き
い
き
元
気
に ―

高
齢
者
の
通
い
の
場
訪
問
ＶＯＬ．
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活 動 日／毎週金曜　

　　　　　午後７時～８時30分

活動場所／猪渡谷地区集落センター

開催地区／猪渡谷地区

代　　表／下川　美登里

猪渡谷48

下川　美登里さん
（猪渡谷町）

代表

　日中は農業などで忙しいメンバーが多く、夜
間の開催のため、参加できる人が限られてい
ますが、肩肘を張らずにできる範囲でやってい
きたいと思います。
　平戸よかよか体操のメニューの１つである整
理運動を童謡「お猿のかごや」に合わせて歌い
ながら行ったり、体操の前にＴＲＦの曲、「Ｂ
ＯＹ　ＭＥＥＴＳ　ＧＩＲＬ」に合わせてダンス
をしたり、和気あいあいと楽しみながら介護予
防に取り組んでいます。みんなでお互いを助け
合いながら地域とのコミュニケーションを大切
にしていきたいと思います。

　 しもかわ　　     みどり

　猪渡谷地区では、平成30年２月から平戸よかよか体操を行う通
いの場を始めました。48番目に立ち上がった通いの場ということ
もあり、アイドルグループの「ＡＫＢ48」に掛けるとユーモアが
あって面白いと思い、「猪渡谷48」と名づけました。
　猪渡谷48では、体操だけでなくＴＲＦの曲に合わせた介護予防
のダンスを行ったり、メンバー同士で声を掛け合うなどしていま
す。通いの場を健康づくりや生きがいづくりの場だけでなく、地
域で助け合いや支えあいを行うきっかけづくりの場として運営し
ています。

「猪渡谷48」

vol.５　　你好,平戸

丁睿朗
（テイ・エイロウ）
（中国出身）

国際交流員

シ
ン 

ニ
ィ
ェ
ン 

ハ
オ



２月の献血

 12：30 ～ 13：30
 14：00 ～ 16：00

 ９：30～ 13：00
 14：00 ～ 16：00

２月４日（木）

２月21日（金）

日にち 時　間

標語「始めよう献血　君の勇気が　命を救う」

ところ

健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

53-1759

53-0496

53-1079

57-0789

27-0475

27-1084

27-0333

27-0222

57-1943

22-2244

22-2810

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

よちよちクラブ

めばえキッズ

生月認定こども園

やよいプレイランド

中津良保育所

堤保育園

小鳩保育園

津吉保育園

トコトコ

あいちゃん広場

子育てエレン.Ｃ

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園保育園）

（大島：大島村保育所）

（生月：山田児童館）

（生月：認定こども園めばえ）

（生月：生月認定こども園）

（田平：やよい幼稚園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩保育園）

（南部：津吉保育園）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：平戸幼稚園）

（北部：しおかこども園）

（北部：みのりこども園）

連絡先施設名

広報ひらど 令和２年２月号 24

子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。

特定健診やがん検診などの日程は、対象者に配布している「平戸市健（検）診日程表」をご覧ください。

今月の
特ダネ

生え始めた６歳臼歯を見逃さないで！

健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125問

３月の認知症の人と家族のつどい

 13：30 ～ 15：30３月５日（木） ＣＯＬＡＳ平戸
未来創造館

日にち 時　間 ところ

長寿介護課高齢者支援班　☎22-9133問

２月の休日当番医（診療時間：午前９時～午後５時）
住　所 連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問

ごとう耳鼻咽喉科
整形外科医院

柿添病院

青洲会病院

谷川病院

青洲会病院

柿添病院

２月２日（日）

２月９日（日）

２月11日（火）

２月16日（日）

２月23日（日）

２月24日（月・祝）

平戸市戸石川町964番地

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免612番地４

平戸市田平町山内免400番地

平戸市田平町山内免612番地４

平戸市鏡川町278番地

22-4377

23-2151

57-2155

57-0045

57-2155

23-2151

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　※土日祝日は24時間対応
　☎＃8000 または ☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

妊 妊婦健康相談乳 乳児健診 母子健康相談母３３歳児健診１１歳６カ月児健診

ところ 種類および受付時間日にち

２月の各種相談および赤ちゃんの健診など

生月船員福祉会館（生月町）

ふれあいセンター（紐差町）

平戸市福祉保健センター（田平町）

ふれあいセンター（紐差町）

２月４日（火）

２月14日（金）

２月18日（火）

２月26日（水）

　　10:00～10:30

12:30～12:45

12:30～13:00

　　10:00～10:30

こども未来課母子保健班　☎22-9136問

乳

問

平戸市ふれあいセンター
平戸市民病院

平戸市役所

　６歳臼歯とは、６歳ごろに生えてくる臼歯で
歯の中で一番大きく、咬む力も最も強い第一大

臼歯の事です。「咬み合せの鍵」になる歯で、歯

並びや咬み合せの基本になり、歯の中の「大黒

柱」ともいえる存在です。しかし、その６歳臼歯

は、むし歯になる確率がとても高い歯でもあり

ます。

　

　なぜなら６歳臼歯は、５~６歳ごろ乳歯列の奥

に生えてくるため気づかれにくく、この時期は

歯も自分で磨けるようになり、保護者の仕上げ

磨きがおろそかになるためです。また大きな歯

なので、生え始めから完全に生え揃うまでに長

い時間が掛かり歯肉が被った中途半端な時間が

長く続きます。さらに他の歯に比べると、溝も

深く汚れが溜まりやすかったり、生えたばかり

の歯は成人の歯よりも弱いので、生えかけの時

に危険な環境にあると、完全に生え揃った時に

は、むし歯になっている事もあります。

　歯の中の大黒柱を守る為に、小学生になって

も口の中をチェックする習慣は続けてください。

また生え始めの弱い時は、フッ素の力を借りて

強化してあげることも大事です。しっかりした

ブラッシングとフッ素で「大黒柱」である６歳臼

歯をどうか大切に守ってください。

北松歯科医師会

１

Hirado City Public Relations,2020.２25

妊 母

妊 母

インフルエンザ注意報が発令中

　長崎県では年末年始にインフルエンザ流行のピークを迎え
る傾向にあります。特に県北保健所管内においては、インフル
エンザ患者が増加傾向にあり、注意報が発令されています。学
校や職場など集団で過ごす機会も増えるため、ワクチンの接
種や外出後の手洗いうがい、定期的な換気、「咳エチケット」の
徹底など、積極的な感染予防を心がけましょう。また、インフ
ルエンザ予防接種には助成があります。（但し、2月末まで）

■生後６カ月～ 12歳は自己負担1,000円（２回まで）
■13歳～ 15歳・65歳～は自己負担1,000円（１回まで）
（インフルエンザの効果は、接種後 2週間から 5カ月間です）

健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125問



春
の
訪
れ
平
戸
は
椿
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○
と
き
・
種
目
・
と
こ
ろ　

　

▼
４
月
１
日（
水
）・
ゴ
ル
フ

　
　

・
長
崎
市

　

▼
４
月
25
日（
土
）・
ボ
ウ
リ
ン

　
　

グ
・
佐
世
保
市

　

▼
５
月
９
日（
土
）・
グ
ラ
ウ
ン

　
　

ド
・
ゴ
ル
フ
・
大
村
市

　

▼
５
月
16
日（
土
）・
テ
ニ
ス
、

　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
長
崎
市

　

▼
５
月
16
日（
土
）・
水
泳
・

　
　

佐
世
保
市

　

▼
５
月
23
日（
土
）・
卓
球
他

　
　

12
種
目
・
諫
早
市
、
大
村

　
　

市
、
長
与
町

　

▼
５
月
23
日（
土
）、
24
日

　
　
（
日
）・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
諫

　
　

早
市

○
参
加
資
格　

県
内
在
住
の
60

　

歳
以
上（
昭
和
36
年
４
月
１
日

　

以
前
生
ま
れ
）の
人

○
参
加
費

　

▼
個
人
種
目　

 

１
人
５
０
０

　
　

円

お
知
ら
せ

■中部出張所　☎22-9180　■南部出張所　☎22-9190　■舘浦出張所　☎22-9204　■度島連絡所　☎22-9176
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎22-9200　■田平支所　☎22-9210　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

　
▼
北
部
公
民
館　

平
戸
中
学
校

　
　

区
・
度
島
中
学
校
区
・
中

　
　

野
中
学
校
区

　
▼
中
部
公
民
館　

中
部
中
学
校
区

　
▼
南
部
公
民
館　

南
部
中
学
校
区

　
▼
生
月
町
中
央
公
民
館　

生
月

　
　

中
学
校
区

　
▼
田
平
町
中
央
公
民
館　

田
平

　
　

中
学
校
区

◎
問　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

　

推
進
班

　
（
☎
22-

９
２
１
４
）

○
と　

き　

２
月
22
日（
土
）・
23

　

日（
日
）

○
と
こ
ろ　

　

▼
森
酒
造
場

　
　
「
酒
蔵
で
椿
と
遊
ぶ
」

　

▼
蔦
屋（
按
針
の
館
）

　
　
「
刺
し
子
、
写
真
、
椿
に
よ

　
　

せ
て
」

　

▼
登
録
文
化
財
大
曲
家

　
　
「
椿
展
」

　
　
「
南
森
正
仁
作
陶
展
」

◎
問　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｏ

　

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ（
大
曲
）

　  （
☎
22-

３
４
１
８
）

　
　

よ
り
貸
し
出
し
可
能
で
す
。

　

※

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
チ
ャ
イ
ル

　
　

ド
シ
ー
ト
の
購
入
費
の
一
部

　
　

は「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
」

　
　

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班

　
（
☎
22-

９
１
３
７
）

　　

成
人
式
を
欠
席
さ
れ
た
新
成

人
、
ま
た
は
家
族
の
人
は
、
各

地
区
の
公
民
館
で
受
け
取
り
を
お

願
い
し
ま
す
。
不
明
な
点
な
ど
に

つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

 　

②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）

　
　

20
台
・
１
〜
３
カ
月

　

③
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３

　
　

カ
月

　

④
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
10
台
・

　
　

最
長
１
年

 　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

　
　

抽
選
と
し
ま
す
。

 　

※

育
児
用
品
の
貸
し
出
し
・

　
　

返
却
は
、
こ
ど
も
未
来
課

　
　

子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各

　
　

支
所
地
域
振
興
課
、
各
出

　
　

張
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有

　

す
る
乳
幼
児〔
令
和
２
年
６
月

　

30
日(

火)

ま
で
に
出
産
予
定

　

を
含
む
〕の
保
護
者
ま
た
は
里

　

帰
り
先
の
祖
父
母
な
ど
。
た

　

だ
し
、
保
育
料
な
ど
の
滞
納

　

者
を
除
く
。

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子

　

健
康
手
帳
を
持
参
し
て
、
市

　

民
課
総
合
窓
口
ま
た
は
各
支

　

所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所

　

に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

３
月
２
日（
月
）

　

〜
13
日（
金
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前

　

祉
班
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

　

興
課
、
各
出
張
所
の
窓
口
に

　

備
え
付
け
の「
参
加
申
込
書
」

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
募
集
締
切
日　

２
月
14
日（
金
）

◎
問　

福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
（
☎
22-

９
１
３
０
）

　

乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を

支
援
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児

用
品
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
15
台
・
最
長

　
　

１
年

質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

全
国
大
会
の
県
予
選
を
兼
ね

て
い
ま
す
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

５
月
31
日（
日
）

○
と
こ
ろ　

県
立
総
合
運
動
公

　

園
陸
上
競
技
場（
ト
ラ
ン
ス
コ

　

ス
モ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
長
崎
）ほ

　

か
長
崎
・
諫
早
・
大
村
市
内

○
競
技
種
目　

陸
上
・
フ
ラ
イ
ン

　

グ
デ
ィ
ス
ク
・
ボ
ッ
チ
ャ
・
ユ

　

ニ
カ
ー
ル
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・

　

卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ

　

ニ
ス
・
水
泳
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

 ※

１
人
１
種
目

○
対
象
者　

次
の
①
〜
③
全
て

　

に
該
当
す
る
人

　

①
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る

　
　

人

　

②
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在

　
　

に
お
い
て
13
歳
以
上
の
人

　

③
各
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

　
　

受
け
有
効
期
限
が
切
れ
て
い

　
　

な
い
人

　
　

※

知
的
・
精
神
の
障
が
い
の

　
　
　

場
合
は
、
そ
の
取
得
の

　
　
　

対
象
に
準
ず
る
障
が
い
の

　
　
　

あ
る
人
も
含
み
ま
す
。

○
申
込
方
法　

福
祉
課
障
害
福

　

▼
団
体
種
目　

競
技
に
よ
っ
て

　
　

異
な
り
ま
す
。

○
募
集
締
切
日　

２
月
28
日（
金

　

曜
）

○
申
込
先　

長
崎
県
す
こ
や
か

　

長
寿
財
団

◎
問　

長
崎
県
す
こ
や
か
長
寿

　

財
団

　
（
☎
０
９
５‐

８
４
７‐

５
２

　

１
２
）

　　

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
通
じ
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

積
極
的
な
社
会
参
加
と
生
活
の

募
　
　
集

「
第
17
回
長
崎
県
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
」ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
参
加
者
を
募
集

令
和
２
年
平
戸
市
成
人
式

の
成
人
証
書
を
預
か
っ
て

い
ま
す

第
20
回
長
崎
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
出
場
者
を

募
集

乳
幼
児
へ
の
育
児
用
品
貸

出
事
業
第
１
期
の
募
集



令和元年度平戸市表彰式

　市政、教育、スポーツ振興ならびに景観の形成
に貢献された皆さんに感謝の意を表するため、平
戸市表彰式を開催します。

問 総務課行政班　☎22-9100

　と   き　２月16日（日）午前10時～
　ところ　田平町民センターホール
　対  象   市民表彰・教育委員会表彰
　　　　 スポーツ表彰・景観表彰
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広報ひらど 令和２年２月号 28Hirado City Public Relations,2020.２29

▼
６
カ
月
前
納（
４
月
〜
９
月
分
、

　

10
月
〜
翌
年
３
月
分
）各
１
，

　

１
２
０
円

○
令
和
２
年
度
申
込
期
限　

２

　

月
28
日（
金
）

　

※

た
だ
し
、
６
カ
月
前
納（
10

　
　

月
〜
３
月
分
）に
つ
い
て
は
、

　
　

８
月
31
日（
月
）ま
で

〇
申
込
方
法　

基
礎
年
金
番
号

　

が
わ
か
る
も
の
、
通
帳
、
通

　

帳
の
届
出
印
を
用
意
の
う
え
、

　

金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

　

所
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

◎
問　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　
（
☎ 

０
９
５
６-

34-
１
１
８
９
）

　　　

令
和
元
年
７
月
に
発
生
し
た

京
都
市
伏
見
区
の
爆
発
火
災
を

受
け
、
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で

購
入
す
る
人
に
対
し
て
、
２
月

１
日
よ
り
消
防
法
で
次
の
事
項

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

①
本
人
確
認
で
運
転
免
許
証

　
　

の
提
示
な
ど

　

②
使
用
目
的
の
確
認
ま
た
、

　
　

販
売
所
は
販
売
記
録
を
作

　
　
　

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
前
払
い
す
る
と
割
引
が
あ

る「
前
納
」と
い
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。
特
に
口
座
振
替
で
前
納

す
る
と
、
現
金
納
付
に
よ
る
前

納
よ
り
も
割
引
額
が
多
く
お
得

で
す
。

○
割
引
額(

令
和
元
年
度
の
割
引         

　

額
に
な
り
ま
す)

　

▼
２
年
前
納　

１
５
，
７
６

　
　

０
円

　

▼
１
年
前
納　

４
，
１
３
０

　
　

円

　

　
　

　
　

成
す
る

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
☎
22-

３
１
６
７
）

　

テ
ナ
ン
ト
の
入
居
や
建
物
の

増
改
築
な
ど
に
よ
り
、
知
ら
な

い
間
に
消
防
法
違
反
に
な
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
テ
ナ
ン
ト
へ
の
入

居
や
増
改
築
を
考
え
て
い
る
人

は
ま
ず
最
寄
り
の
消
防
署
・
出

張
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
相
談
例

　

▼
増
築
や
改
築
、
隣
接
建
物

　
　

と
の
接
続
を
行
う
場
合

　

▼
既
存
建
物
に
飲
食
店
、
物

し
ょ
検
疫
制
度
を
導
入
し
、
ウ

イ
ル
ス
病
の
発
生
を
防
い
で
い

ま
す
。

　

現
在
、
販
売
さ
れ
て
い
る
種

い
も
は
、
こ
の
検
査
に
合
格
し

た
種
い
も
で
、「
合
格
証
票
」が

添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
害
虫

の
発
生
、
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、

合
格
証
票
が
添
付
さ
れ
た
種
い

も
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
合
格
証
票
の
無
い
種

い
も
の
販
売
や
県
外
へ
の
持
ち

出
し
は
、
法
律
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問　

農
林
水
産
省
門
司
植
物

　

防
疫
所
国
内
検
疫
担
当

　
（
☎
０
９
３-

３
２
１-

２
８
０

　

９
）

令
和
２
年
度
国
民
年
金
保

険
料
の
口
座
振
替
前
納
申

し
込
み

じ
ゃ
が
い
も（
ば
れ
い
し
ょ
）

の
栽
培
に
つ
い
て

消
防
法
違
反
に
注
意

　
　

品
販
売
店
、
ホ
テ
ル
、
旅

　
　

館
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど

　
　

が
新
た
に
入
居
す
る
場
合

　

▼
窓
の
前
に
荷
物
や
棚
を
置

　
　

い
た
り
、
窓
を
合
板
な
ど

　
　

で
塞
い
だ
り
す
る
場
合

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
☎
22-

３
１
６
７
）

　

じ
ゃ
が
い
も（
ば
れ
い
し
ょ
）は
、

「
種
い
も（
種
ば
れ
い
し
ょ
）」を

植
え
付
け
て
栽
培
す
る
た
め
、

種
い
も
が
ウ
イ
ル
ス
病
な
ど
に

感
染
し
て
い
る
と
被
害
が
拡
が

り
や
す
い
作
物
で
す
。
こ
の
た

め
農
林
水
産
省
で
種
ば
れ
い

婚
活
の
プ
ロ
に
聞
く
個
別

婚
活
相
談
会

　

市
で
は
、
市
内
独
身
者
を
対

象
と
し
た
定
期
的
な
個
別
の
婚

活
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
婚
活
っ
て
気
に
な
る
け
ど
、

何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
」「
婚
活
中
だ
け
ど
、
な
か
な

か
上
手
く
い
か
な
い
」と
い
う
市

内
在
住
の
独
身
者
や「
子
ど
も
の

結
婚(

婚
活)

に
つ
い
て
相
談
し

た
い
」と
い
う
家
族
が
い
ま
し
た

ら
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
と　

き　

２
月
２
日(

日)

午

　

前
11
時
〜
午
後
６
時

○
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館
２
階

　

会
議
室
Ｂ

○
対
象
者　

市
内
在
住
の
20
歳

　

以
上
の
独
身
男
女
、
ま
た
は
そ

　

の
家
族(

親
子
で
の
参
加
も

　

可)

○
受
付
窓
口　

婚
活
サ
ポ
ー
ト
シ

　

ン
パ
シ
ー

　

☎
０
１
２
０-

１
７
６-

１
７
６

○
申
込
先　

右
記
の
受
付
窓
口
に

　

電
話
に
て
事
前
に
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

○
相
談
料　

無
料

◎
問　

地
域
協
働
課
定
住
推
進

　

班

　
（
☎
22-

３
４
２
７
）

ガ
ソ
リ
ン
の
携
行
缶
購
入



Hirado  Informa�on

お詫びと訂正
広報ひらど１月15日号において下記
のとおり誤りがありましたので、お
詫びして訂正します。
Ｐ４【平戸藩の冬めぐり】
■平戸つばきフェア【平戸】
　【誤】２月15日（土）～16日（日）
　　　　　 　　　↓
　【正】２月23日（日）～24日（月）

【郡市対抗県下一周駅伝大会出場予定者】

小場　俊雄
岩田　英治
横山　美明
末吉　範平
今村　達也
小川　正興
松田　憲二
髙田  弘樹
五嶋　拓也
西　　大地
大山　賞之
川村　訓大
内田　大喜
松尾　勝平
松田　諒輔
田中　翼天
福田　真生
北原　隆慎
濱川　海斗
山本　吉貞
俵屋　義雄
金石　広光
望月　千幸
前川　晴菜
川下　美海
川原　政人
浦川　知暉
白石　　翼
大村　英美
石田　真優
村田　美紀
今村　悠人
中倉　翔眞
西澤　蒼大
山本　海利
小川　桃佳
橋口　未和
作江悠梨愛
田中　杏奈

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
4
1
2
3
4

ダイコウ建設
平戸市消防本部
ＭＨＰＳ長崎
長崎県警
平戸市役所
平戸市消防本部
陸上自衛隊大村
平戸市消防署
トヨタＬ＆Ｆ福岡(株)
別府自衛隊
陸上自衛隊大村
陸上自衛隊大村
平戸市消防署
平戸市消防署
北熊本自衛隊
平戸市消防署
平戸市消防署
日本文理大２年
松浦高１年
エリーゼロイヤル
長崎県警
永田管工設備
グローバルスポーツ長崎
平戸市陸協
長崎女子高1年
田平中３年
田平中２年
大島中２年
南部中２年
田平中２年
中部中１年
田平南小６年
田平北小６年
山田小６年
生月小６年(補欠)
田平南小６年
山田小６年
紐差小５年
山田小５年(補欠)

総監督

監　督

一
　
般
　
男
　
子

区  分 氏　　名 所　　　　属

壮
　
年

女
子

小
学
男
子

小
学
女
子

中
学
男
子
中
学
女
子

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

※

選
手
は
、
変
更
す
る
場
合

　
　

が
あ
り
ま
す
。　

◎
問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

　

推
進
班

　
（
☎
22-

９
２
１
４
）

　

施
設
等
利
用
給
付
認
定
と
は
、

新
制
度
未
移
行
幼
稚
園
、
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園（
教
育
部

分
）の
預
か
り
保
育
、
認
可
外
保

育
施
設
な
ど
を
利
用
す
る
子
ど

も
が
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
認

　　

２
月
14
日（
金
）か
ら
16
日

（
日
）ま
で
の
３
日
間
、
郡
市
対

抗
県
下
一
周
駅
伝
大
会
行
わ
れ
ま

す
。
平
戸
市
チ
ー
ム
か
ら
は
、
36

人
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

　

大
会
１
日
目
の
14
日（
金
）は
、

午
後
３
時
55
分
ご
ろ
田
平
支
所

前
を
通
過
し
、
大
会
２
日
目
の

15
日（
土
）は
、
午
前
８
時
に
平

戸
桟
橋
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
郷

土
の
誇
り
に
懸
け
て
力
走
す
る
選

手
に
、
沿
道
で
の
温
か
い
声
援
を

第
69
回
郡
市
対
抗
県
下
一
周

駅
伝
大
会

■固定資産税　　　　　　　第４期
■国民健康保険税　　　　　第９期
■介護保険料　　　　　　　第９期
■後期高齢者医療保険料　　第８期
※口座振替日　　　　　２月27日（木）
　この日に振替ができなかった場合は、３月12日（木）に再
　振替します。
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Necessary Information

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

各種相談

○２月14日（金）９：30～ 15：30
　未来創造館ホール
○２月28日（金）９：30～ 15：30
　未来創造館ホール

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■年金相談（完全予約制）
○２月４日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○２月18日（火）10：30～ 15：00　
　舘浦出張所
○２月25日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

健康ほけん課国保年金班　☎22-9124問

■２月の延長窓口実施日
　６日（木）、13日（木）、20日（木）、27日　
　（木）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　本庁市民課
■受付内容　　転入・転出・転居届
■交付できる証明書
　◎住民票の写し　◎戸籍謄（抄）本
　◎戸籍附票の写し     ◎印鑑登録および印鑑証明書
※各支所・出張所では実施していません。
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

延長窓口
　本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人
のために、時間外に証明書などを発行するサービスを
実施しています。サービスを利用される場合は、必ず
当日の午後5時までにご連絡ください。

　市役所では、市民の皆さんが普段の生活の中で抱
えている悩みや困りごと、また、お仕事で就職や創
業などを考えている人たちなどに対し、各種専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。
　今月は下記の日程で開催しますので、お気軽にお
越しください。

○２月21日（金）９：00～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

市税の納期限【３月２日（月）】

税務課総務徴収班　☎22-9115問

市民課内消費生活センター　☎22-9122問

○２月５日（水）13：00～ 15：00　
　南部地区（多目的センター）
○２月12日（水）13：00～ 15：00　
　生月地区（舘浦出張所）
○２月26日（水）13：00～ 15：00
　田平地区（田平支所１階会議室３）

■消費生活巡回相談

※田平地区は弁護士が同席します。
※田平地区・南部地区は定例行政相談所を併せて開設
　します。

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

○２月19日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内

■個別創業相談会（事前予約している人を優先）

　
お
知
ら
せ

○２月12日（水）11：00～ 16：00
　未来創造館会議室Ａ

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

施
設
等
利
用
給
付
認
定
申
請

の
手
続
き

定
の
こ
と
で
す
。

　

４
月
よ
り
新
た
に
認
定
を
希

望
す
る
場
合
は
、
子
育
て
の
た
め

の
施
設
等
利
用
給
付
認
定
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
こ
ど

も
未
来
課
子
育
て
支
援
班（
新
制

度
未
移
行
幼
稚
園
は
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
）ま
た
は
利
用
す

る
施
設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

認
可
外
保
育
施
設
な
ど
は
、

　

主
に
認
可
外
保
育
施
設
、
一
時

　

預
か
り
事
業
、
病
児
保
育
事

　

業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

　

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
で
す
。

※

申
請
関
係
書
類
は
、
こ
ど
も

　

未
来
課
子
育
て
支
援
班
、
教

　

育
委
員
会
教
育
総
務
課
の
窓

　

口
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
込
期
限　

２
月
28
日（
金
）

○
対
象
施
設　

市
か
ら
施
設
等

　

利
用
給
付
の
対
象
施
設
で
あ

　

る
確
認
を
受
け
た
施
設（
事
業
）

　

に
限
り
ま
す
。

○
対
象
者
・
対
象
範
囲

新
制
度
未
移
行
幼
稚
園

　

満
３
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前

　

ま
で
の
子
ど
も

預
か
り
保
育
、
認
可
外
保
育
施
設

　
　

保
育
を
必
要
と
す
る
３
歳

　

児
ク
ラ
ス（
３
歳
に
な
っ
た
後

　

の
最
初
の
４
月
以
降
）か
ら
小

　

学
校
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も

　

と
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で

　

保
育
を
必
要
と
す
る
０
歳
児

　

ク
ラ
ス
か
ら
２
歳
児
ク
ラ
ス

　
（
３
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の

　

３
月
31
日
ま
で
）の
子
ど
も

○
事
前
に
用
意
す
る
も
の　

①

　

保
護
者
の
印
か
ん
②
世
帯
全

　

員
分
の
個
人
番
号
確
認
書
類

　
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知

　

カ
ー
ド
、
個
人
番
号
が
記
載

　

さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
な
ど
）

　

※

預
か
り
保
育
、
認
可
外
施

　
　

設
な
ど
を
利
用
す
る
場
合

　
　

は
、
保
護
者
の
勤
務
証
明

　
　

書
な
ど
保
育
を
必
要
と
す

　
　

る
事
由
を
確
認
で
き
る
書

　
　

類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班　

　
（
☎
22-

９
１
３
７
）　
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　平戸文化センターにおいて「令和２年平戸市消防
出初式」が開催されました。
　市内各地の分団や婦人防火クラブや消防署員によ
る分列行進の後、大ホールで退職消防団員報償によ
る表彰や防火水槽用地提供者による感謝状授与、来
賓祝辞などが行われました。
　式典終了後には、屋外に移動し、各分団の車両に
よる商店街をパレード、分団員の服装点検などが行
われ、最後に平戸瀬戸に向かって一斉放水演習が実
施され、防火・防災に対する意識を新たにしました。

１
５

　

新春の生月路を駆け抜ける

　毎年恒例の「第64回生月島縦断駅伝」が開催され
ました。生月支所をスタート・ゴールとする、６区
間22.7kmのコースで行われ、16チームが健脚を
競いました。
　この日は、時折身を切るような冷たい風が吹く中、
ランナーたちはピストルの合図とともに一斉にス
タート。タスキをつなぐために、懸命に走りました。
沿道には元旦にも関わらず、応援しようと多くの皆
さんが集まり、ランナーが通るたびに大きな声援を
送っていました。

１

　平戸文化センターで「令和２年新年祝賀交歓会」
【平戸市・平戸商工会議所（早田悠次会頭）共催】が
開催され、観光商工業、農林水産業、建設業関連の
事業者や市民など約340人が出席しました。
　まず、黒田市長が「平戸は日本の端だが、全国か
ら注目を浴び選ばれ続ける自治体でありたい」とあ
いさつ。鏡開きの後、西川克己県議会副議長の発声
で乾杯が行われ、参加者の皆さんは、新年のあいさ
つを交わし、今年の抱負を語り合いながら平戸のさ
らなる飛躍を誓いました。

今年もさらなる飛躍を７
１

１ 防火・防災に対する意識を新たに

12 比良戸FCが健闘を誓う

　「第５回キャプテン翼CUPかつしか2020」への
出場にあたり、比良戸FCの選手たちが市役所を訪
れ、市長に大会での健闘を誓いました。
　この大会は、漫画「キャプテン翼」のゆかりの地な
どから全24チームが参加し、１月11日と12日に
東京都葛飾区で開催されました。
　市内の小学校から選抜された16人のメンバーで
大会に挑み、残念ながら、予選リーグでの上位進出
はなりませんでしたが、順位トーナメントでは２勝
するなど健闘しました。

　平戸文化センターおよび赤坂野球場で「第10回プ
ロ野球長崎県人会スマイル少年野球教室」が開催さ
れました。
　このイベントは長崎県のジュニアスポーツ育成を
目的として毎年行われ、プロ野球選手を目指す子ど
もたちに、長崎県出身のプロ野球選手が直接指導し
ます。この日は、県内外から集まった小学生約150
人の子どもたちと平戸文化センターで一緒に昼食を
とりながら交流し、その後赤坂野球場に移動して野
球教室が行われました。

12
25 25プロ野球選手が直接指導

　宮の浦バス停をスタートし、平戸文化センターを
ゴールとする７区間42kmで競う「第50回平戸縦断
駅伝」が開催されました。今年は、一般（市内）の部
４チーム、一般（フリー）の部19チーム、高校の部
６チームが出場。高校の部では大会新記録が出るな
ど、白熱したレースが繰り広げられました。優勝
チームは下記のとおりです。
【一般（市内）の部】平戸消防A
【一般（フリー）の部】九大・九大OB・福女大連合A
【高校の部】松浦高校

１
12 思いが詰まったタスキをゴールまでつなぐ



駐日オランダ全権公使が訪問駐日オランダ全権公使が訪問
　１月10日、駐日オランダ全権
公使のテオ・ペータス氏が平戸
市役所を訪れ、市長と会談しま
した。市長とペータス氏は、平
戸市とオランダとの交流につい
て意見を交わしました。

　12月20日、平戸市役所で民
生委員・児童委員退任者の感謝
状贈呈式が行われました。今回
の改選により51人の委員が退任
されました。退任された皆さん
お疲れさまでした。
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問 市民課戸籍住民班
☎22-9123

おくやみ

うぶ声
＆

う
ぶ
声

行
政
区

保
護
者

名　

前

お
く
や
み

死
亡
日

行
政
区

年
齢

名　

前

古
川　

キ
ミ
子 

95
歳 
1
／
8 
薄
香
浦

福
田　

ス
ミ
子 

97
歳 
1
／
10 
上
中
津
良

鴨
川　

ヤ
エ
子 

91
歳 
1
／
11 
高
越

里
崎　

郁
雄 

82
歳 
1
／
11 
早
福

山
田　

ツ
ル 

88
歳 
１
／
11 
根
獅
子
３

　

西　

數
雄 

93
歳 
1
／
13 
野
子

日
髙　

孝
泰 

74
歳 
1
／
14 
山
中

 【
生
月
地
区
】

渡
邊　

惠
吉 

86
歳 
12
／
17 
舘
浦
潮
見

德
弘　

キ
サ
ヱ 

92
歳  
12
／
22 
舘
浦
浜

村
川　

君
江 

71
歳 
1
／
3 
山
田

松
口　

チ
エ 

95
歳 
1
／
7 
浦
北

前
田　

ア
イ 

87
歳 
1
／
7 
舘
浦
浜

田
渕　

孝
一 

82
歳 
1
／
9 
元
触 

【
田
平
地
区
】

赤
木　
　

治 

77
歳 
12
／
19 
坊
田

南　

ト
キ
エ 

82
歳 
12
／
21 
米
の
内

大
浦　

末
春        

86
歳       

12
／
24   

以
善

吉
浦　

貞
雄 

76
歳 
12
／
27 
福
崎 

深
浦　

和
範 

70
歳 
1
／
3 
上
亀

浅
田　

久
江 

87
歳 
1
／
4 
小
手
田

髙
橋　

ト
ヨ 

94
歳 
1
／
8 
日
の
浦

【
大
島
地
区
】

川
谷　

甫
子 

95
歳 
12
／
18 
的
山
浦

松
屋　

育
男 

78
歳 
12
／
21 
西
神
浦

山
村　

春
次 

73
歳 
12
／
22 
西
宇
戸

平
井　
　

美 

84
歳 
1
／
4 
大
根
坂

川
久
保
桂
太
郎 

84
歳 
1
／
6 
的
山
浦 

（
12
／
16
〜
1
／
15
受
付
分
）

　　【
平
戸
地
区
】

柳
原　

悠
大 

和
也 

上
大
垣

松　
　

玲
保 

保
久 

下
大
垣

松　
　

玲
奈 

保
久 

下
大
垣 

森
山　

ひ
か
り 

薫 

中
の
崎

今
村　

斗
葵 

一
斗 

幸
の
浦 

森　
　

結
都 

健
司 

度
島
浦

瀧
山　

源
喜 

亮 

大
久
保

冨
島　

三
琴 

玲
央
奈 

度
島
三
免 

下
田　

隼
大 

翔
吾 

中
の
崎 

津
上　

健
人 

晃
弘 

山
中

吉
岡　

泰
史 

　

磨 

向
月    

【
生
月
地
区
】

茅
森　

葵
音 

美
紀 

堺
目

【
田
平
地
区
】

浜
野　

美
優
羽 

翔
太 

上
里

鴨
川　

周
史 

孝
幸 

上
亀 

【
大
島
地
区
】

青
柳　

寿
臥
虎 

一
美 

東
神
浦

濱
岡　

更
紗 

宏
和 

大
根
坂

【
平
戸
地
区
】

宮
本　

清
子 

49
歳 
12
／
16 
大
野 

村
田　

一
男 

87
歳 
12
／
17 
飯
良
第
１ 

松
本　

ト
ミ
ヱ 

69
歳 
12
／
17 
敷
佐

前
田　

一
成 

78
歳 
12
／
19 
築
地
町

田
中　

カ
ズ
子 

89
歳 
12
／
19 
小
川

井
元　

照
三 

91
歳 
12
／
20 
崎
方
町

片
山　

庄
藏 

89
歳 
12
／
21 
神
鳥

平
本　

ミ
ヱ 

95
歳 
12
／
21 
深
川

末
吉　

豊  

63
歳 
12
／
23 
宝
亀
第
２ 

木
村　

冨
枝 

76
歳 
12
／
24 
神
上 
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委員の任期を終えて

ＨⅠＲＡＤＯの
アイドル大集合

vol.93

投稿募集！

●投稿方法　・写真・子どもの氏名（ふりがな）・生年月日・性別・投稿者氏名・住所
　　　　　　・連絡先を添えて、Ｅメールでお送りください。
●申込先　　広報ひらどHappy Birthdayコーナー（人事課秘書広報班）
　　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
●申込期限　発行月前月の15日まで
●募集人数　10人（先着順）

広報ひらど

３月
生まれ
募集中

※メール送信の際は、件名に必ず「３月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

３月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコーナーでは、小学校入学前
の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に限ります）

２月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

Ｈ29.２.５　３歳（田平町）

川内 煌久 くん
H30.２.17  ２歳（岩の上町）

かわうち　　あきひさ おおうら　　　いおり

Hirado City Public Relations,2020.２35

おおみず　　　せな

大水 世梛 くんＨ30.２.３　２歳（田平町）

　　滝元 道哉 くん
Ｈ31.２.１　１歳（岩の上町）

よしうら　　  しょうり

吉浦 樟李 くん
Ｈ31.２.８　１歳（岩の上町

）

たきもと　　 みちや

吉田 統摩 くん
Ｈ30.２.14　２歳（鏡川町）

よしだ　　　とうま

明賀 琉月 ちゃん
H31.２.７　１歳（生月町）

みょうが　　　るる はまもと　　　りこ

濱本 莉瑚 ちゃん

Ｈ30.２.２　２歳（生
月町）

大浦 伊織 ちゃん

　　横山 鈴桜 ちゃん
Ｈ30.２.16　２歳（田平町）

　　安部 心美 ちゃん
Ｈ28.２.３　４歳（田平町）

あべ　　　 ここみ よこやま　　　りお


